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夏の夜空に大輪
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ヤマメ放流

　７月２９日（水）、水産資源の確保と環境
保全を目的に、今年も古石の湯浦川２箇所と
国見の佐敷川４箇所に体長約５センチのヤマ
メの稚魚５０００匹を放流しました。
　放流箇所の一つの国見では大野保育所の園
児８名が参加し、「大きくなってね」と声を
かけ放流を行いました。

アカウミガメ産卵地保全

　アカウミガメの産卵地の環境保全や環境に
ついて学び考え、自然保護への関心をもって
もらおうと、８月２２日（土）、財団法人再
春館「一本の木」主催で行われ、県内から
１２０人が参加しました。マリンパークビー
チでは、吉崎和美さん（日本ウミガメ会員）
からアカウミガメについて講話が行われた
後、海岸の漂着ごみなどの清掃を行いました。
また、午後からは熊本県環境センターにおい
て、水環境について学びました。

広報あしきた　２

　

８
月
13
日
（
木
）、「
２
０
０
９
夏
ま
つ

り
を
楽
し
く
撮
ろ
う
！
今
岡
昌
子
の
写
真

教
室
」
が
古
石
緑
創
会
主
催
で
古
石
夏
祭

り
を
題
材
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
教

室
に
は
、
県
内
か
ら
25
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
撮
影
に
あ
た
り
今
岡
さ
ん

は
「
初
心
者
の
方
は
、
撮
影
の
技
術
よ
り

も
、
自
分
が
撮
り
た
い
も
の
を
楽
し
く

撮
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
ク
モ
合
戦
や
そ
う
め
ん

流
し
な
ど
夏
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
く

撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
29
日
（
土
）、
30
日
（
日
）
の

２
日
間
、
自
然
界
の
報
道
写
真
家
で
あ
る

宮
崎
学
さ
ん
を
招
い
て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
及

び
写
真
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
自

然
界
か
ら
人
間
社
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

〜
動
物
被
害
を
考
え
る
〜
と
題
し
た
29
日

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
は
、
約
70
人
が
参
加

し
て
宮
崎
さ
ん
が
ス
ラ
イ
ド
で
作
品
を
紹

介
し
な
が
ら
、
実
際
に
使
用
し
た
撮
影
器

具
や
野
生
動
物
に
よ
る
農
業
被
害
な
ど
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
30
日
は
、
40

人
の
参
加

で
、
古
石

み
ど
り
の

里
周
辺
で

写
真
教
室

が
行
わ
れ

ま
し
た
。  ２００９

夏

プ
ロ
の
写
真
家
に
よ
る
写
真
教
室

今
岡
昌
子
＆
宮
崎 

学

写真教室でアドバイスする今岡さん（写真：中央）

報道写真家の宮崎さん

湯の香まつり

田浦七夕

芦北七夕

大野夏まつり

総踊り

古石夏まつり

吉尾温泉あゆまつり

丸米夏まつり

田浦夏まつり

内野ふれあい祭

大岩夏まつり
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平成 21 年度町民体育祭　種目別大会結果
水泳大会
　◆開催日　８月２日（日）　◆場所　湯浦温泉プール　
　　優勝　湯浦体協　　２位　佐敷体協　　３位　田浦体協　　４位　大東体協
軟式野球大会
　◆開催日　８月９日（日）　◆場所　地域間交流スポーツグラウンド（総合グラウンド）
　　優勝　佐敷体協Ａ　　２位　佐敷体協Ｂ　　３位　湯浦体協 A、湯浦体協Ｂ
ビーチボールバレー大会
　◆開催日　８月２３日（日）　◆場所　町民総合センター（スカイドーム）
　　優勝　佐敷体協　　２位　湯浦体協　　３位　大東体協　　４位　田浦体協

　８月２３日（日）、葦北郡水俣市連合の「肥
後軍」と出水市の「薩摩軍」に分かれて行
われる第３１回肥薩対抗柔道大会が芦北町
交流センターで開催されました。
　大会は、小学生、中学生、高校生、一般
で行われ、約１２０人が参加しました。結
果は、１５対１７で薩摩軍が勝利しました。

　８月２３日（日）、ＪＫＡトレジャーク
ラブ（芦北町総合型地域スポーツクラブ）
の育成クラブの小学生及び保護者約７０人
が社会貢献をしようと、鶴ヶ浜海水浴場の
清掃活動を行いました。また、その後には、
バーベキューを行い会員相互の親睦を深め
ていました。

県境をまたぐ戦い

会員の親睦と社会貢献

　
　
　
芦
北
町
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
平
江
大
八

　
戦
後
、
急
速
な
経
済
的
発
展
と
と

も
に
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
に
あ
っ

て
、
価
値
観
の
変
化
で
物
の
豊
か
さ

だ
け
で
な
く
、
心
の
豊
か
さ
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
芦
北
町
文
化
協
会

に
は
、「
歌
う
、
書
く
、
描
く
、
詠
む
、

弾
く
、
郷
土
芸
能
、
茶
道
、
華
道
、

舞
踊
、
花
、
陶
芸
」
な
ど
の
団
体
が

組
織
さ
れ
、
そ
の
地
域
に
根
づ
い
た

文
化
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
新
し
い
文
化
を
創
り
上
げ
る
目

的
で
同
じ
志
を
持
つ
人
達
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
員
皆
様
の
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
様
々
な
意
見
を
交
換
す
る

こ
と
で
、
交
流
と
心
の
ふ
れ
あ
い
が

生
ま
れ
、
潤
い
に
満
ち
た
文
化
の
香

り
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
そ
の

実
現
に
向
け
た
活
動
を
実
践
し
て
い

ま
す
。

　
各
団
体
の
活
動
は
、
曜
日
、
時
間
、

会
場
な
ど
様
々
で
あ
り
、
各
団
体
が

自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
興
味
の
あ
ら
れ
る

方
、
学
習
し
て
み
た
い
方
は
御
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
文
化
創
造
と
心
の
ふ
れ

あ
い
の
場
と
し
て
人
々
の
心
の
豊
か

さ
向
上
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　
さ
て
、
十
一
月
は
恒
例
の
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
伝
統
芸
能
や
創
作
活
動
の
発
表
の

場
、
あ
る
い
は
学
習
の
成
果
と
し
て

数
多
く
の
作
品
等
を
展
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
こ
と
は
誠
に
光
栄
で
あ

り
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
に
御
来
場
い
た
だ
き

ま
し
て
、
芦
北
町
の
歴
史
と
文
化
の

一
端
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　８月２４日（月）、新体力テストが５０
人の参加でしろやまスカイドームにおいて
行われました。
　参加者は、握力、上体起こしなど体力・
運動能力調査に基づいて行いました。測定
結果を集計し、自分の体力年齢やトレーニ
ングが必要なところを確認していました。

あなたの体力年齢は

芦
北
町
文
化
協
会

文
化
創
造
と
心
の
ふ
れ
あ
い

会員による鶴ヶ浜海水浴場清掃

郷土の意地を掛けて

２０m 往復のシャトルラン

11
月
は
恒
例
の
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
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所属団体名
葦北鉄砲隊
坂東流（舞踊）
田浦歌謡愛好会
芦北短歌会
藤間流（舞踊）
計石唐人踊り（郷土芸能）
芦北彩友会（油絵）
芦北写真愛好会
祝い唄保存会（郷土芸能）
臼太鼓踊り保存会（郷土芸能）
田浦山草好友会
オールリ・コール（コーラス）
田浦書団
明石教室（茶道）
岩屋川内臼太鼓踊り（郷土芸能）
書親会（書道）
寒らん愛好会
吟道八河流光陽会（詩吟）
酒井教室（華道小原流）
佐藤教室（華道小原流）
吉田教室【佐敷】（茶道・華道）
市野瀬棒踊り保存会（郷土芸能）
花柳流（舞踊）
吉田教室【湯浦】（茶道・華道）

芦北町文化協会

芦北町文化協会・町民講座等については、社会教育センターまでお問い合わせください。
■社会教育センター　☎８２ー２２１３　

中央公民館
書道（実用・かな）教室
英会話教室
韓国語教室
短歌教室
茶道教室（裏千家）
華道（昼）教室（池坊）
華道（夜）教室（小原流）
舞踊教室（昼）

町民講座

所属団体名
芦北太鼓保存会（郷土芸能）
手話サークルつばさ
裏千家【田浦】（茶道）・池坊（華道）
裏千家【田浦】（茶道）
田浦短歌会
藤間秀三和社中（日舞）
棒踊り保存会（田浦地区）
俵踊り保存会（田浦町地区）
槍踊り保存会（田浦町地区）
三輪会（歌謡）
さくら（大正琴）
田浦押し花倶楽部
タッチャーズ（マジック）
田浦海龍太鼓（郷土芸能）
みさき会（日舞）
よい映画を観る会
ダンススタジオステア（エアロ
ビクス）
手描き友禅
藤井歌謡教室（歌謡・民謡）
フラ＆リズムダンスあしきた
九州ハワイアン協会プアナニ芦
北教室
気ままにムジカの会

中央公民館
舞踊教室（夜）
着物着付け教室
竹工芸教室
気功太極拳教室
大正琴（初）教室
大正琴（経）教室
料理教室（昼）
ハワイアンフラ教室

中央公民館
トールペイント教室
論語教室
３Ｂ体操教室

大野分館
舞踊教室

吉尾分館
舞踊教室

所属団体名
宮浦棒踊り（郷土芸能）
花岡東獅子舞（郷土芸能）
花岡北獅子舞（郷土芸能）
七夕綱（白木）
身障連婦人部教室（手芸）
平生雷狂言（郷土芸能）
内木場臼太鼓保存会（郷土芸能）
才木棒踊り・雷狂言・兵糧つき
唄（郷土芸能）
内野棒踊り（郷土芸能）
芦北星を見る会・伏木氏棒踊り
（郷土芸能）
芦北町菊花同好会
芦北俳柳会
書友会
松風会
芦北ハイヤ・臼太鼓保存会（郷
土芸能）
翠流会芦北支部（日本画）
大正琴愛好会
陶友会
ハワイアンフラダンス
芦北囲碁同好会
芦北芳柳会 ( 舞踊）

芦北町文化団体はこんな活動や文化祭で発表しています

町民講座は、豊かで充実した生活を送るために活動しています

※その他、パソコン講座及び子ども講座も実施しています。

茶道教室
文化祭での華道展示

兵糧つき唄

吹奏楽団練習
俵踊り

ハワイアン

←竹工芸教室

↓気功太極拳教室

着物着付け教室

大正琴教室

華道教室

↓ハワイアンフラ教室
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道の駅

田浦石油

田　　浦
基幹支所

田浦保育所

田　浦
派出所

JA選
果場

田浦運
動場

Yショップ
にしお

清掃センター
田浦事業所

国
道
３
号

至 

八
代

至 

水
俣

田浦インター

御立岬

　平成１４年から運転を休止していた芦北事業所の煙突、焼却施設、集積施設を含む、すべ
ての建物を解体し、新しくストックヤード（資源ごみを貯留する建物）を整備する予定です。
これに併せ、工事期間中は芦北事業所が使用できませんので、業務を田浦事業所で行います。
持込時間、持込日程などは下記のとおりとなりますので、大変ご迷惑をおかけしますが、よ
ろしくお願いいたします。
なお、収集日程は従来どおりです。

※持ち込む際の注意点
●持込方法は従来どおりです。
分別区分に従ってください。
　分別されていないと判断でき
る場合は、持ち帰って再分別を
お願いすることがあります。
●持ち込みの場合、透明な袋で
あれば芦北町指定の袋以外でも
受け入れます。
●持ち込み可能な農機具は、草
刈機・動力噴霧器・ミスト機程
度の物までで、田植機・コンバ
イン等は、販売店にご相談くだ
さい。
●植木の剪定くずは、長さ１ｍ
以下に切断して３０㎝程度にひ
もで束ねて持ち込んでくださ
い。ただし、１本の径は５㎝以
下に限ります。

清掃センターからのお知らせ
清掃センター芦北事業所解体整備工事に
伴い業務を一時田浦事業所へ移転します

１）移転期間　平成２１年１０月１日〜平成２２年１２月３１日（予定）
２）工事期間中の田浦事業所への持込時間

日曜日 月曜日〜金曜日 土曜日

午前 第３日曜のみ（９時〜１２時） 持込はできません 休み

午後 休み 持込受入（１３時〜１６時） 休み

田浦事業所周辺図 　耕作放棄地が地域にあると、病虫害・鳥獣被害の発生・拡大、水利施設管理への支障等営農面へ
の悪影響、さらには、不法投棄や景観の悪化等地域住民の生活環境にも悪影響を及ぼすことになり
ます。
　国または県の交付金を活用して、耕作放棄地を解消してみてはいかがでしょうか？交付金の単価
は、耕作放棄地の所在地や解消にかかる費用に応じて以下のようになっています。解消後には耕作
をしなければならないなどの要件がありますので、詳しくはお問い合わせください。
　主な要件・交付額
●国事業
　農振農用地区域内において、認定農業者等が貸借や受託等により耕作放棄地を再生・利用する取
組で、かつ、５年以上の耕作が条件
　３万円又は５万円／１０ａ（土壌改良資材の投入等との組合せにより最高１０万円／１０ａ）
　※自作地の農地復元は対象外ですが、土壌改良等（２．５万円／１０ａ）の支援を受けることは
できます。
●県事業
　農振農用地区域外の自作地の農地復元も対象（既に作付けできる状態の農地は対象外）で、復元
後３年間の耕作が条件　　３万円／１０ａ
　解消の例　灌木がある場合：草・灌木の刈払、根・地下茎等の障害物除去、深耕、整地等
　　　　　　灌木がない場合：草の刈払、深耕、整地等

耕作放棄地解消に補助事業を活用しませんか？

お問い合わせ　　役場農林水産課　農政係　８２－２５１１（内線２７１）
　　　　　　　　芦北地域振興局　農業普及・振興課　８２－５１９４

　

蒸
し
暑
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
真
夏
の
暑
さ
を
一
気
に
吹
き
飛

ば
す
の
は
や
は
り
夏
祭
り
で
す
ね
。　

私
は
暑
さ
を
忘
れ
る
ほ
ど
、
夏
祭
り
を

し
っ
か
り
と
満
喫
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
小
さ
い
な
が
ら
、
私
の
活

躍
も
若
干
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
今
年

の
芦
北
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
と

し
て
、
町
民
の
皆
様
の
前
で
紹
介
さ
れ

た
こ
と
で
す
。
特
に
芦
北
総
踊
り
の
時

は
抱
負
も
言
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
人
の
前
で
話
す
の

が
苦
手
で
、
す
ご
く
あ

が
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
け
ど
、
な
ん

だ
か
や
り
が
い

を
感
じ
ま
し

た
。
そ
れ
か

ら
、
熊
本
火

の
国
ま
つ
り

で
は
、
熊
本

県
内
の
外
国

人
の
研
修
生

達
と
一
緒
に
、

踊
り
歩
き
ま
し

た
。
酷
暑
で
大
変

で
し
た
が
、 

あ
ん
な

規
模
の
総
踊
り
に
参
加

し
た
の
は
は
じ
め
て
だ
っ
た

の
で
、
楽
し
み
な
が
ら
踊
り
ま
し
た
。

韓
国
の
地
域
祭
り
は
テ
ー
マ
別
に
分
か

れ
て
い
て
、
見
所
は
多
い
け
ど
、
総
踊

り
の
よ
う
に
人
々
を
ひ
と
つ
に
し
て
く

れ
る
行
事
は
な
い
の
が
残
念
で
す
。
そ

れ
で
、
日
本
の
総
踊
り
は
な
に
よ
り
う

ら
や
ま
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ソ
ウ
ル
で
は
韓
日
交
流
祭
り
と
い
う

の
が
毎
年
９
月
に
あ
り
ま
す
。そ
の
時
、

日
本
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
来
た
人
々
の
地

方
色
豊
か
な
総
踊
り
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
当
時
の
感
動
を
ま
た

感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

に
ぎ
や
か
で
色
々

め
ず
ら
し
い
光
景

が
見
ら
れ
る
お
祭

り
！　

お
祭
り

は
わ
く
わ
く
す

る
こ
と
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
い

い
で
す
ね
。
蒸

し
暑
い
夏
も
祭

り
で
乗
り
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
！　

韓国から自治体職員協力交流研修員 こんにちは 徐
ソ

 芸
イェ

 彦
オン

です  

熊
本
火
の
国
ま
つ
り
に
参
加
（
写
真
中
央
）
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　平成１０年以降、日本では自殺者数が急激に増え、１０年連続で年間３万人を超え
る人が自殺で亡くなっており、熊本県では平成２０年に４６８人の方が亡くなってい
ます。
　年齢別自殺者の割合を見てみると４０歳代、５０歳代の中高年の方や高齢の方が多
いですが、平成１９年と平成２０年を比べると、その数は減少しています。それに比
べ、１０歳代、２０歳代の若い世代の自殺者数は平成１９年より増加しています。また、
自殺者を職業別に見ると、無職の人が６割近くを占めています。
　自殺の原因別に見ると「健康問題」によるものが最も多く、４割強を占めています。
次いで「経済・生活問題」によるものが３割弱見られています。（熊本県警資料より）
　厳しい経済情勢の中、今後自殺の社会的要因の１つである経済・生活問題等の深刻化も懸念さ
れており、いつ、誰が、自殺に追い込まれても不思議ではない状況といえるのではないでしょうか。
これを機会に、自身の心の健康だけでなく周りの人の心の健康にも気を配ってみてはいかかで
しょうか。

❶自分の周りの人の悩みに気づき、耳を傾けるよう心がけま
しょう。
家族や友人や仲間の変化に敏感になりましょう。
じっくりと話を聞く場をもち、相手の気持ちを尊重して共感
しましょう。
❷早めに専門家に相談するようにしましょう。
心の病気の兆しがあれば、本人に理解のある家族、友人等と
協力して専門家へ早めに相談しましょう。
❸本人に温かく寄り添いながら、じっくりと見守りましょう。
自然に応対するとともに、体や心の健康状態について配慮し、
優しく見守りましょう。
必要に応じて、主治医に気になること等を話しましょう。

以上の点に注意して、自身や周りの人の心の健康に気をつけ
ましょう。

お問い合わせ　保健センター　☎８６ー０２００

９月１０日㈭から９月１６日㈬は自殺予防週間です

　うたせ船でとれるプリプリの「海老」を使って、水俣芦北地域の飲食店等が
自慢の腕を振るいます！
　鹿児島県出水市「出水 色とり鶏からあげフェア」と期間限定の食バトル！！

町内参加店舗 電話番号
大福うどん 87-2161
道の駅たのうら　レストランたばくまん 87-2230
裕成丸 82-2800
レストランよしみ 82-2737
味富家 82-3967
味乃なじみ 82-2160
ＪＡあしきたファーマーズマーケット　
ぎゅーぎゅー亭 82-3691

ＪＡあしきたファーマーズマーケット　
でこぽん 61-3020

ビストロパザパ 82-3399
さるかに合掌亭 82-5844
花樂亭 82-3477
イタリア小料理コラッジオ 82-2919
大野温泉センター 61-7300
ぱせり 86-0001

９月 19日㈯

 　  ▼
11月 30日㈪ 

参加店舗
水俣芦北地域　　２３店舗 
鹿児島県出水市　２３店舗

特典　スタンプラリー参加者及
びアンケート回答者には抽選で
両県共通の食事券や両県特産品
詰め合わせなどをプレゼント！

陸 上 自 衛 隊 西 部 方 面 音 楽 隊 演 奏 会
南九州西回り自動車道芦北インターチェンジ開通記念

▼
期
日　

10
月
６
日
（
火
）

▼
時
間　

10
時
30
分

▼
場
所　

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム

平
成
21
年
度
戦
没
者
追
悼
式 ◆期日　１０月６日（火）　◆時間　１３時開演

◆場所　しろやまスカイドーム

入場無料

歌謡曲から懐かしいメロディーまで

　「人権相談所」開設
相談は、無料で秘密は厳守されます。
●期日　１０月５日（月）　　●時間　１０：００～１５：００
●場所　田浦基幹支所２階　会議室
　　　　※農村環境改善センター改修工事のため、場所が変更となっています。
●相談内容　いじめ ･ 体罰、家庭内、隣近所、借地・借家、名誉・信用、金銭トラブル、障害者差
　　　　　　別、相続・遺言、外国人差別などの人権問題
●相談員
　濱田辰喜　８７－０８４２　　西村文美　８７－０６０７　　山本ふじ子　８７－１３６３
※お問い合わせ
　熊本地方法務局八代支局八代人権擁護委員協議会　☎０９６５－３２－２６５４

■お問い合わせ
　みなまたあしきた 海老いろ色フェア
　　水俣芦北地域観光推進協議会（熊本県芦北地域振興局内）
　　☎０９６６－８２－４４４５（直通）

　出水 色とり鶏からあげフェア
　　北薩摩振興推進協議会（鹿児島県北薩地域振興局内）
　　☎０９９６－６３－３１１１（内線４２６）

ＶＳみなまたあしきた海老いろ色フェア　　　出水色とり鶏からあげフェア



　

台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す

　

台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
台
風
情
報
に
注
意

し
て
防
災
準
備
は
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

台
風
前

◆
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
、
看
板
、
屋
根
瓦
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
は
、
風
に
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

◆
樹
木
や
雨
ど
い
、
看
板
の
支
線
な
ど
が
電

線
に
触
れ
る
恐
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

◆
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
、
飲
料
水
の
準

備
も
お
忘
れ
な
く
。

◆
非
常
用
発
電
機
な
ど
を
お
持
ち
の
お
客
さ

ま
は
万
一
の
停
電
に
備
え
て
点
検
を
す
ま
せ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
後

◆
切
れ
た
電
線
や
低
く
垂
れ
下
が
っ
て
い
る

電
線
に
は
絶
対
に
さ
わ
ら
な
い
で
、
最
寄
の

九
州
電
力
㈱
営
業
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

九
州
電
力
㈱
八
代
営
業
所

　

☎
０
１
２
０
（
９
８
６
）
６
０
６

田浦子育て支援センター　10 月の行事
　６日 ( 火 )　絵本の読み聞かせ
１３日 ( 火 )　戸外で遊ぼう
１５日 ( 木 )　動物を見に行こう ( 芦北高校へ）
２２日 ( 木 )　クッキングを楽しもう
２８日 ( 水 )　身体測定・誕生会
３０日 ( 金 )　ランチョンマットを作ろう

◆利用時間　毎週月曜日～金曜日
　１０時～１２時３０分　１５時～１７時３０分
※お問い合わせ　田浦子育て支援センター
　（田浦保育所内）　☎８７－００３４
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国民健康保険税　　３期

※口座振替の方は、残高不足にな
らないようにご確認ください。

９月の町税等納期
のお知らせ

●納期限　　　９月３０日（水）
●口座振替日　９月２５日（金）
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お
知
ら
せ

　

住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
県

　

産
の
木
材
と
畳
表
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

熊
本
県
で
は
、
木
造
住
宅
の
新
築
や
住
宅

の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
さ
れ
る
方
に
県
産
木
材
と

畳
表
を
提
供
し
て
い
ま
す
。（
※
畳
表
は
今

年
度
か
ら
提
供
開
始
）

　

多
く
の
県
民
の
皆
様
に
県
産
資
材
を
使
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
熊
本
の
豊
か
な
森
林

や
水
田
を
維
持
・
保
全
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

多
数
の
方
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
林
業
振
興
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
４
４
８

け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

❷
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領
事
館
、

日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ

れ
た
も
の

　

お
預
か
り
し
た
通
貨
等
の
半
数
以
上
は
返

還
の
お
申
し
出
が
な
く
、
現
在
も
税
関
に
保

管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
ご
本
人
だ

け
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
も
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、
お
気

軽
に
税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

長
崎
税
関
監
視
部　

　

☎
０
１
２
０
（
８
２
８
）
６
８
０

　

レ
ジ
袋
削
減
に
向
け
『
マ
イ
バ
ッ

　

グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
10
月
）』

①
熊
本
県
ご
み
ゼ
ロ
推
進
県
民
大
会

▼
期
日　

10
月
１
日
（
木
）

▼
時
間　

13
時
30
分
〜

▼
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
会
館
パ
レ
ア

▼
入
場　

無
料

▼
内
容　

講
演
「
お
買
い
物
か
ら
は
じ
ま
る

３
Ｒ
」　

講
師　

辰
巳
菊
子
氏　

㈳
日
本
消

費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
常
任
理
事　

実
践
発
表
等

②
レ
ジ
袋
削
減
に
向
け
各
店
舗
に
よ
る
一
斉

行
動　

＊
参
加
店
は
県
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
廃
棄
物
対
策
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
７
７

　

技
能
検
定
の
お
知
ら
せ

　

技
能
検
定
と
は
、
働
く
人
の
技
能
を
検
定

し
、
国
と
し
て
証
明
す
る
制
度
で
す
。

▼
受
検
申
請
受
付　

　

９
月
28
日
（
月
）
〜
10
月
9
日
（
金
）

▼
実
技
試
験

　

11
月
30
日
（
月
）
〜
２
月
21
日
（
日
）

▼
学
科
試
験

　

１
月
24
日
（
日
）、
１
月
31
日
（
日
）、

　

２
月
３
日
（
水
）、
２
月
７
日
（
日
）

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会
技
能
検
定
課

　

☎
０
９
６
（
３
８
４
）
１
７
１
１

　

内
職
事
業
所
の
求
人
情
報
を　
　

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
し
ご
と
相
談
・
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
内
職
事
業
所
の
求
人
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
求
人
を
希
望

さ
れ
る
内
職
事
業
所
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　
　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
２
２
２
４

　
「
社
会
教
育
の
推
進
～
講
師
派
遣
～
」

　

募
集　

　

子
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、ボ
ー
イ
（
ガ
ー
ル
）

ス
カ
ウ
ト
等
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
目

的
と
し
て
計
画
さ
れ
る
活
動
に
、
木
を
使
っ

た
も
の
づ
く
り
や
木
を
テ
ー
マ
と
し
た
ゲ
ー

ム
等
の
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、「
円
形
木
琴
」

づ
く
り
や
木
の
特
性
に
関
す
る
学
習
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
で
す
。

　

も
の
づ
く
り
の
た
め
の
材
料
費
や
講
師
へ

の
謝
礼
等
は
県
で
負
担
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
林
業
振
興
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
４
４
８

　

労
働
者
と
事
業
主
と
の
ト
ラ
ブ
ル

　

解
決
は
「
あ
っ
せ
ん
」
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
賃
金
カ
ッ
ト

や
解
雇
な
ど
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
に
お

こ
る
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

　
「
話
し
合
い
に
応
じ
て
も
ら
え
な
い
」「
な

る
べ
く
早
く
解
決
し
た
い
」
そ
ん
な
悩
み
を

お
持
ち
の
方
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
簡
単
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
費

用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
７
５
３

　
「
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
」
参
加
者
募
集

　

熊
本
県
で
は
、
道
路
で
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
る
個
人
や
団
体
の
方

で
、「
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
々
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

支
援
の
内
容
は
、
ご
み
袋
な
ど
の
消
耗
品

の
支
給
や
、
ほ
う
き
な
ど
の
清
掃
用
具
を
貸

し
出
す
ほ
か
、
活
動
内
容
を
広
く
皆
さ
ん
に

紹
介
す
る
看
板
の
設
置
や
、
活
動
中
の
事
故

の
た
め
の
傷
害
保
険
料
を
負
担
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
道
路
保
全
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
４
９
５

　
「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
」

　

を
募
集
し
ま
す
！

　

県
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
く
ま

も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
」を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　

飲
食
店
、
弁
当
・
総
菜
店
等

▼
要
件　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
表
示
、

ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、
ヘ
ル
シ
ー

オ
ー
ダ
ー
の
実
施
の
中
か
ら
取
り
組
む
項
目

を
選
び
実
施
す
る
こ
と

▼
期
間　

11
月
30
日
（
月
）
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ

　

管
轄
す
る
県
保
健
所
、
熊
本
市
内
の
飲
食

店
等
は
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
５
２

　

引
揚
者
の
み
な
さ
ま
へ

 　

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き

揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し
た

通
貨
や
証
券
類
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　

お
返
し
す
る
通
貨
等
は
次
の
も
の
で
す
。

❶
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ

た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に
預

　

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
光
と
風
の
回
廊

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
住
民
が
地
域
資
源
を
活

用
し
な
が
ら
協
働
で
、制
作
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
作
品
展
示
を
行
う
樹
民
参
画
型
現
代
美

術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

▼
期
間　

11
月
29
日
（
日
）
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ

　

つ
な
ぎ
美
術
館　

☎
（
６
１
）
２
２
２
２

　
「
薩
摩
街
道
案
内
人
」

　
　
　
　
　
　

養
成
講
座
開
講

▼
対
象
者　

原
則
と
し
て
、
水
俣
・
芦
北
に

在
住
ま
た
は
、
通
勤
し
て
い
る
人
で
、
薩
摩

街
道
に
興
味
が
あ
り
、
多
く
の
人
に
紹
介
し

た
い
と
い
う
意
欲
が
あ
る
方

▼
募
集
人
数　

25
人
程
度

▼
日
程　

10
月
21
日(

水)

〜
11
月
18
日

(

水)

ま
で
毎
週
水
曜
日

▼
研
修
内
容　

座
学　

３
回　

現
地
研
修
２

回　

時
間　

13
時
30
分
〜
約
３
時
間
程
度

（
11
月
は
現
地
視
察
あ
り
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
講
座
会
場　

熊
本
県
芦
北
総
合
庁
舎
他

▼
応
募
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等

必
要
事
項　
（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
）

▼
締
切
り　

10
月
16
日
（
金
）
必
着

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
芦
北
地
域
観
光
推
進
協
議
会

　

☎
（
８
２
）
４
４
４
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
８
２
）
３
５
９
６

　

メ
ー
ル　

info@
nanauram

eguri.com



15　広報あしきた 広報あしきた　14

芦北警察署からのお知らせ

芦北消防署からのお知らせ　　火事と救急は１１９
※お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２－４７３１

※お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２－３１１０

下
駄
履
き
で
外
歩
き
す
る
夕
涼
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
道
子

激
動
の
昭
和
回
顧
さ
せ
夏
夜
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
森
嘉
市

あ
じ
さ
い
の
彩
鮮
や
か
に
雨
の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竪
野
正
則

浜
木
綿
の
凜
と
清
し
き
遊
歩
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
あ
き
え

餌
を
待
ち
青
鷺
一
羽
川
に
佇
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
畑
君
子

【
芦
北
教
室
】

夏
休
み
児
ら
の
合
宿
元
気
よ
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
走
る
未
来
へ
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
澄
子

電
車
待
つ
佐
敷
の
駅
に
さ
わ
や
か
な
風
鈴
の
音
心
う
る
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
洋
子

夏
の
朝
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
は
花
開
き
一ひ

と
ひ日
で
散
り
ゆ
く
は
か
な
い
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
上
洋
子

芦
北
に
地
震
発
生
八
十
路
に
て
初
め
て
出
あ
う
震
度
四
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
邦
子

帰
省
せ
る
子
等
と
過
し
た
五
日
間
充
ち
足
り
し
時
は
常
に
短
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
﨑
久
子

【
田
浦
荘
短
歌
会
】

秋
な
れ
ば
庭
の
あ
ち
こ
ち
彼
岸
花
の
赤
い
花
咲
く
白
い
花
さ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
地
本
ミ
サ
子

虫
の
声
聞
く
山
陰か

げ

の
草く
さ
ぶ生
に
は
早
や
も
す
す
き
の
穂
立
ち
が
見
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
俊
子

わ
が
山
に
柿
の
実
、
栗
の
実
色
づ
き
て
秋
が
来
た
よ
と
呼
び
か
け
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
田
ト
シ

暑
い
日
も
せ
ん
て
い
摘
果
に
出
か
け
ゆ
く
実
り
の
秋
を
楽
し
み
に
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
本
幸
市

笹
竹
に
提

ち
ょ
う
ち
ん灯
下
げ
た
子
ど
も
ら
の
七
夕
行
列
い
ま
だ
残
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
浦
　
悟

俳

柳

短

歌

人 口　　　２０，４８５人　　（ー１１）　
男 　　　　９，５６２人　　（ー１３）
女 　　　１０，９２３人　　（＋２）

65 歳以上　　　　７，１２７人　　（ー３）
高齢者率　　　　　３４．８％　　（±０）
世 帯 数　　　７，６４２世帯　　（＋３）

人口のうごき（H21.9.1 現在）　　　　　　（　）内は前月比

お 誕 生 日 お め で と う
H21.8.1 ～ 8.31　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
ご連絡ください。

　氏　　名　     出生日　 性別　  保護者　　  行政区

岡﨑　愛
あ い る

瑠　　７．２３　  女　　圭　治　　湯南団地
岩間　心

こ こ み

美　　７．２８　  女　　賢　二　　湯浦南
吉田　律

り つ き

輝　　８．  ３　  男　　亮　蔵　　花岡西
羽田  瑠

る る か

々花　  ８．  ４       女　    慎　治　　大川内西
早川  莉

り あ ら

愛来　  ８．  ５       女　　新　吾　　田川
岩本  なつき　  ８．  ７       女　　栄　助　　岩屋川内
森下  陽

ひ よ り

和心　  ８．１１　  男　　和　輝　　田川
矢田　樹

いつき

　　　８．１４　  女　　恵　介　　田浦３
白奥　悠

ゆ う が

雅　　８．２２　  男　　智　紀　　田川
小﨑　恋

れ な

南　　８．２５　  女　　史　雄　　計石西
宮﨑　達

た つ し

士　　８．２７　  男　　博　明　　湯浦北
岩野　大

ひ ろ と

翔　　８．２８　  男　　純　一　　小田浦４

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
H21.8.1 ～ 8.31　受付分（敬称略）

　 死亡日           亡くなられた方　　 年齢　　  行政区　
　８．  ４　　　  田中　又一　　　９３　　小田浦２
　８．  ４　　　  遠山　秀光　　　８２　　計石東
　８．  ５　　　  江口　正美　　　８２　　米田
　８．  ３　　　  永里　スエノ　　８５　　丸山
　８．  ５　　　  田中　はつ　　　９２　　小田浦５
　８．  ５　　　  告溝　武義　　　７６　　東告
　８．１０　　　  工藤　信之　　　８４　　本町
　８．１０　　　  山﨑　正敏　　　９３　　白岩
　８．１１　　　  古江　留義　　　８７　　計石東
　８．１２　　　  山下　佳廣　　　７６　　伏木氏
　８．１３　　　  宮﨑　世續　　　８３　　白岩
　８．１３　　　  宮石　アキエ　　９４　　芦北
　８．１４　　　  白石　シゲ子　　８６　　白岩
　８．１４　　　  白奥　政衛　　　９４　　花岡西
　８．２０　　　  前田　利雄　　　７９　　田川
　８．２３　　　  鶴田　シヅ　　　９２　　米田
　８．２４　　　  内山　健 　　　８２　　大川内東
　８．２５　　　  松本　百子　　　７１　　湯浦南
　８．２５　　　  平本　麗子　　　７６　　芦北
　８．２７　　　  島本　榮　　　　９５　　田浦町２
　８．２７　　　  佐竹　義幸　　　５８　　計石東
　８．２９　　　  串山　孝　　　　８５　　田浦町２
　８．２９　　　  上野　末雄　　　８０　　海浦２
　８．３１　　　  永田　ミツ子　　７９　　市野瀬　
※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

　ケガをして出血しているとき　出血を止めるために　心臓に近い部分を縛ったりしていませんか？
　中途半端に縛った場合は、かえって出血を増してしまうことがあります。さらに強く縛った場合、
止血はされるのですが、縛った場所から先に血液が送られず、組織が死んでしまうことがあるので、
現在この方法での止血は行いません。　
※ 出血の時は、傷口に直接圧迫による止血を行ってください。
１　きれいなガーゼやハンカチなどを厚めにして、傷口に当て手
で圧迫する。
２　片手で圧迫しても止血しない時は、両手で体重を乗せながら
圧迫止血する。
　　　　

（ポイント）
●最低３分以上は押さえ、途中で確認したりしない。
●止血の手当を行う時は、感染症防止のため、血液に直接触れな
いように注意をする。
●ゴム手袋を着用する。無い場合には、ビニールの買い物袋等を
代用してもよい。

１０月１１日（日）から２０日（火）までの１０日間、「みんなで
つくろう安心の街」をメインスローガンに「平成２１年全国地域安
全運動」が行われます

   活動重点
●オートバイ等の乗り物盗、万引き及び空き巣の防止
●子どもと女性の犯罪等被害防止
●振り込め詐欺の被害防止

　犯罪の被害に遭わないための心がけ
　※自転車・オートバイの二重ロック
　※外出時の自宅ドアの確実な施錠
　※子どもの安全確保
　※振り込め詐欺・悪質商法の被害に
　　遭わないため「知恵」と「勇気」
　　を身につける

平成２１年全国地域安全運動
芦北警察署管内刑法犯
認知件数の推移

認知件数

平成１６年 １４８件

平成１７年 １２２件

平成１８年 １２９件

平成１９年 ９５件

平成２０年 ８７件

平成２１年 ５３件

平成 21 年は 1 月～ 7 月



〒
869-5498　

熊
本

県
葦

北
郡

芦
北

町
大

字
芦

北
２

０
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５
TEL  0966-82-2511

／
FAX  0966-82-2893

http://w
w
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am
oto-sgn.jp

発
行

日
／

平
成

２
１

年
９

月
１

０
日

発
　

行
／

芦
北

町
　

　
編

集
／

総
務

課
印

　
刷

／
マ

ス
ミ

印
刷

２
０

０
９

９
月

　N
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芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

　

星
野
富
弘
美
術
館
で
は
、
９
月
16
日
（
水
）
か
ら
、

特
別
企
画
「
星
野
富
弘
・
時
の
動
き
展
」
と
題
し
、
特

別
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

内
閣
府
発
行
の
月
刊
誌
「
時
の
動
き
」
に
長
年
に
わ

た
り
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
な
か
か
ら
27
点
の
原
画
作
品

及
び
当
館
の
リ
ト
グ
ラ
フ
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

日　時　１０月２日（金）
　　　　　１８：００〜　古武道演武（戸山流抜刀術斯道会・葦北鉄砲隊・芦北太鼓）
　　　　　１８：４０〜　開式行事
　　　　　１９：００〜　薪能（喜多流喜秀会）

場　所　佐敷城跡二の丸広場（雨天時：しろやまスカイドーム）
入場料　１, ０００円（中学生以下無料）

【チケット販売所】　芦北町役場商工観光課、生涯学習課（田浦基幹支所内）
　　　　　　　　　芦北町立社会教育センター、しろやまスカイドーム、芦北町立温泉プール
　　　　　　　　　大野出張所、吉尾出張所

【お問い合わせ】　芦北町教育委員会生涯学習課　☎８７ー１１７１（内線１４５）

第
十
二
回
佐
敷
城
跡

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
「
星
野
富
弘
・
時
の
動
き
展
」 

▼
期
間　

９
月
16
日 （
水
）
〜
12
月
13
日
（
日
）

▼
入
館
料　

一
般
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円　

16
歳
未
満
（
中

学
生
以
下
）
３
０
０
円　

６
歳
未
満
（
就
学
児
未
満
）
無
料

団
体
割
引　

20
名
以
上　

一
般
４
０
０
円　

16
歳
未
満
２
６
０
円

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者
１
名　

５
割
引
き 

※
障
が
い
者
手
帳
の
提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

年
間
フ
リ
ー
パ
ス
チ
ケ
ッ
ト
（
購
入
日
か
ら
１
年
間
有
効
）

一
般
（
高
校
生
以
上
）
２
０
０
０
円　

16
歳
未
満
（
中
学
生
以
下
）

１
２
０
０
円　

16
歳
以
上
の
障
害
者
１
０
０
０
円　

16
歳
未
満
の

障
害
者
６
０
０
円

▼
開
館
時
間　

10
時 

〜 

18
時
（
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
）

　
　
　
　
　
　

９
時 

〜 

17
時
（
10
月
１
日
〜
３
月
31
日
）　

▼
休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日

作品名「豚」


